
WebDAV によるファイルのアップロード(Mac を利用する場合) 

【WebDAV(Distributed Authoring and Versioning protocol for the WWW)とは】 

WWW でファイルの転送に使われる HTTP を拡張し、Web ブラウザから Web サーバ上のファイルやフォルダを

管理できるようにした仕組みのことです。ユーザ名とパスワードによるユーザ認証を行い、権限のあるユーザの

みが WebDAV を利用できるように設定しています。 

 

【Mac を利用した WebDAV によるファイルのアップロード手順】 

1. Finder の「移動」にある「サーバへの接続」を選択します。 

 

2. サーバへの接続ウィンドウが開くので、「http://サーバ名/フォルダ名/」を入力し、「接続」ボタンをクリックす

ると、Web サーバへの接続が開始されます。また、サーバアドレスの入力後に、「＋」ボタンを押しておくと、

「よく使うサーバ」に登録されますので、次回接続からは、「よく使うサーバ」の登録アドレスをクリックするだ

けで、接続が可能になります。 

 

 

 



 

3. ユーザ認証ウィンドウが現れたら、名前(ユーザ名)とパスワードを入力し、「接続」ボタンをクリックします。 

 

 

4. 認証 → 接続を完了すると、Web サーバ内のフォルダが表示されるので、Web サーバにアップロードするフ

ァイルをドラッグ&ドロップします。 

 

 

5．アップロード作業終了後に、Web サーバとの接続を終了する場合は、デスクトップに表示された「ディスクア

イコン」をゴミ箱に入れます。 
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